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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハードコーティングと食べることができ、咀嚼できるコアからなる砂糖不含ハードコーテ
ィングされた食料品において、このハードコーティングの少なくとも１層はソルビトール
とエリスリトールの液体混合物から得られ、その際この混合物の乾燥物質は６０％ｗ／ｗ
ソルビトール及び４０％ｗ／ｗエリスリトールを含有することを特徴とする、上記食料品
。
【請求項２】
ソルビトールとエリスリトールの混合物からなるハードコーティングの層がコアへの良好
な接着をもたらす、請求項１記載の砂糖不含ハードコーティングされた食料品。
【請求項３】
ハードコーティングが結合剤、分散剤、膜形成剤、着色料及び（又は）調味料を含有する
、請求項１又は２記載の砂糖不含ハードコーティングされた食料品。
【請求項４】
ハードコーティングが１～１００層からなる、請求項１～３のいずれかに記載の砂糖不含
ハードコーティングされた食料品。
【請求項５】
コアがチューインガム、菓子製品、チョコレート及びナッツより成る群から選ばれる、請
求項１記載の砂糖不含ハードコーティングされた食料品。
【請求項６】
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回転パン中で液体コーティングシロップを動いているコア塊に添加することによって砂糖
不含ハードコーティングされた食料品を調製する方法において、液体コーティングシロッ
プはソルビトールとエリスリトールの混合物を含有し、その際この混合物の乾燥物質は６
０％ｗ／ｗソルビトール及び４０％ｗ／ｗエリスリトールを含有することを特徴とする、
上記ハードコーティングの調製方法。
【請求項７】
層の塗布が１００回まで繰り返される、請求項６記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ソルビトールとエリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップ
から調製された砂糖不含ハードコーティングに関する。本発明は食べることができ、咀嚼
できる又は薬学的成分からなるコアに良好な接着をもたらす砂糖不含ハードコーティング
に関する。更に本発明はこの調合物でコーティングされた製品に関する。本発明の調合物
をベースとするコーティングは、良好なぱりぱりした食感（crispiness）及び (又は) ぼ
りぼりかみ砕け性（crunchiness)を示す。
【０００２】
【従来の技術】
ハードコーティングを調製するための慣用の上掛け（panning ）処理は通常ショ糖を用い
て行われるが、上掛け処理における最近の進歩はその他の炭水化物材料をショ糖に代って
使用できるようにした。ショ糖は歯に有害であると証明され、そして酸を容易に生じるた
めに虫歯の原因となる。それ故に今日ではコーティングがますます砂糖不含調合物で作ら
れている。
【０００３】
米国特許第４１２７６７７号明細書には、強い清涼効果を発生し、かつ心地よい滑らか食
感を有するシュガーレスキシリトールコーティングされたチューインガムが記載されてい
る。しかしキシリトールの価格が極めて高く、それ故にそのコーティング中のキシリトー
ルの部分的代替が有利であると考えられる。
【０００４】
良好なハードコーティングを得るために、敏速な結晶化すら塗布及び乾燥の間に行わなけ
ればならない。
【０００５】
国際特許出願公開第ＷＯ９５／０７６２５号明細書には、チューインガムコーティング中
のキシリトールをエリスリトールで少なくとも部分的に代替することが有利であると記載
されている。特定の実施例において、エリスリトールとキシリトールが一緒に単一層中に
使用される。というのは２つのポリオールが共結晶化（co-crystallised)されるからであ
る。好ましくは溶液中の固形物としてのキシリトールの割合がキシリトール約４０％～約
８０％でなければならず、その場合その溶液中の固形物はエリスリトール約２０％～約６
０％を含有する。しかしながら例６に、ハードコーティングがガムコアから容易に剥ぎ取
られて、軽いサンドペーパー仕上げがなされれることが示されている。この例には、ハー
ドコーティング中のポリオール混合物の適用がこのポリオールの割合に極めて敏感であっ
て、そして適用されるポリオールの種類に依存することが例示されている。更に、コーテ
ィングの外観はしばしば結晶化が困難性であることに影響される。
【０００６】
一方、ソルビトールはシュガーレス調合物中の砂糖に対する代用物として提案されている
。しかしソルビトールをコアの成分として使用することができるが、その吸湿性質のため
にハードコーティング中にソルビトールを適用するのは困難であろうことは一般的常識で
ある。 ソルビトールの使用にあたり生じる主要な欠点は、生じるコーティング層が従来
のショ糖をベースとするコーティングと同一のぱりぱりした食感及びぼりぼりかみ砕け性
を示さないことである。
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【０００７】
米国特許第４２３８５１０号明細書には、ソルビトールが結晶化するのを保証するソルビ
トールコーティング法が開示されている。この方法によれば、ａ）ソルビトール、接着成
分又は結合成分及び膜形成剤含有第一コーティングシロップの塗布、及びｂ）粉末状ソル
ビトール、水分吸収成分、抗固着成分及び分散剤からなる混合物の形での乾燥ダスト（ｄ
ｒｙ　ｄｕｓｔｉｎｇ）粉末の塗布からなるサイクルが繰り返し行なわれる。結晶性粉末
は飽和ソルビトール溶液に対する種結晶として作用すると考えられる。しかし得られる結
果は満足のいくものではない。とうのはコーティング層が均等に分配されず、そして粗い
表面が得られ、これと同時にそのハードコーティングが通常使用される砂糖を用いて得ら
れるものほどぼりぼりかみ砕けないからである。
【０００８】
米国特許第４４２３０８６号明細書には、６０～８５重量％の乾燥材料濃度及び８０％よ
り大きい、好ましくは９５％より多き、更に好ましくは９９％より大きい、ソルビトール
中のシロップの濃度（ｒｉｃｈｎｅｓｓ）を有するコーティングシロップを塗布した場合
に、ソルビトールをベースとするハードコーティングが得られると記載されている。他方
、ソルビトールをベースとするコーティングはあまり高価ではないが、キシリトール──
────これは快い滑らかな食感を与えかつチューインガムのハードコーティングの塗布
に特に望まれる────をベースとするハードコーティングの重要な清涼作用がない。こ
の点で、ソルビトールコーティングは、この重要な清涼作用を有するその他のポリオール
を添加することによって改善される。
【０００９】
しかし米国特許第５５３６５１１号明細書には、キシリトール上掛けコーティング中に５
％より多いソルビトールを使用することは実際に困難であったこと及びこの低いレべルで
ソルビトールは結晶化調節剤として作用することが記載されている。この限定されたソル
ビトールの量によるこれらのコーティングは、価格の点で有効な利点を示さない。
【００１０】
これまでソルビトールをベースとするハードコーティングは、８０％より多いソルビトー
ル、好ましくは９９％より多いソルビトールを含有するか、又はこのハードコーティング
はソルビトールとその他のポリオール、たとえばキシリトールとの混合物をベースとする
が、ソルビトールの量は実際に５％に限定される。
【００１１】
欧州特許第０８１３８１７号明細書には、ソルビトールの濃度が５％に限定された、ソル
ビトールとその他のポリオールの混合物でのコアのコーティング方法が開示されている。
この塗布法は単独で液体コーティングシロップを塗布する上掛け処理と異なっているので
、得られた生成物も異なっている。ソルビトールシロップを、回転するコア塊（ｍａｓｓ
）に塗布し、ついで少なくとも１種のその他のポリオールを結晶形で添加する。好ましく
は、このポリオールはＩｓｏｍａｌｔ（登録商標）、キシリトール及びエリスリトールか
ら成る群から選ばれる。そのぼりぼりかみ砕け性はショ糖で得られたものと少なくとも同
等である。しかし上記方法では結晶性形での第二ポリオールの添加が必要である。したが
って市場では、ポリオールの液体混合物から調製された安価なシュガーレスコーティング
（これはガムベースに良好に接着される、ぼりぼりかみ砕けるハードコーティングを生じ
る）が求められる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明はハードコーティングと食べることができ、咀嚼できる及び（又は）薬学的コア
からなる砂糖不含ハードコーティングされた食料品において、このハードコーティングの
少なくとも１層はエリスリトールとソルビトールの混合物を含有し、その際この混合物の
乾燥物質が１％～５０％ｗ／ｗエリスリトールを含有することを特徴とする、上記食料品
に関する。
【００１３】
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【課題を解決するための手段】
本発明は、混合物の乾燥物質が５％～５０％ｗ／ｗエリスリトール、 好ましくは５％～
４５％ｗ／ｗ、より好ましくは２０％～４５％ｗ／ｗエリスリトールを含有する、砂糖不
含ハードコーティングされた食料品に関する。
【００１４】
更に、本発明はソルビトールとエリスリトールの混合物からなるハードコーティングの層
がコアへの良好な接着をもたらす、砂糖不含ハードコーティングされた食料品に関する。
【００１５】
本発明はハードコーティングの層が結合剤、分散剤、膜形成剤、着色料及び（又は）調味
料を含有する、砂糖不含ハードコーティングされた食料品に関する。
【００１６】
また本発明はハードコーティングが１～１００層からなる、砂糖不含ハードコーティング
された食料品に関する。
【００１７】
本発明の砂糖不含コーティングは、医薬錠剤、チューインガム、菓子製品（たとえばキャ
ンディ）、チョコレート及びナッツより成る群から選ばれたコアをコーティングするため
に使用される。
【００１８】
本発明は、回転上掛け法を適用してコーティングされるハードコーティング食料品を開示
する。砂糖不含ハードコーティングされた食料品を調製する方法は、回転パン中で液体コ
ーティングシロップを動いているコア塊に添加することからなり、その液体コーティング
シロップはソルビトールとエリスリトールの混合物を含有し、その際この混合物の乾燥物
質は１％～５０％ｗ／ｗエリスリトールを含有し、かつ層の塗布を１００回まで繰り返す
ことを特徴とする。
【００１９】
次に添付の図面を簡単に説明する。
【００２０】
図１は、ゴールドコーティング(gold-coated) されたサンプルの横断面図の走査電子顕微
鏡写真（２５０倍、１０ｋＶで測定）である。これは６０％ｗ／ｗソルビトール及び４０
％ｗ／ｗエリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを用いて調製され
たハードコーティングを示す。これによってハードコーティングはガムベースに極めて良
好に接着されることが明きらかに分かる。
【００２１】
図２は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面図の走査電子顕微鏡写真（２５０
倍、１０ｋＶで測定）である。これは４０％ｗ／ｗキシリトール及び６０％ｗ／ｗエリス
リトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを用いて調製されたハードコーテ
ィングを示す。これによってハードコーティングはガムベースにあまり良好に接着されな
いことが明きらかに分かる。
【００２２】
図３は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（３０００
倍、１０ｋＶで測定）である。これは６０％ｗ／ｗソルビトール（乾燥物質に対して）及
び４０％ｗ／ｗエリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを用いて調
製されたハードコーティングが、均質であって、エリスリトール- 及びソルビトール結晶
が一様に分布していることを示す。
【００２３】
図４は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（３０００
倍、１０ｋＶで測定）である。これは欧州特許第０８１３８１７号明細書に記載された方
法により調製されたハードコーティングが不均質であって、このコーティングはソルビト
ールマトリックス中の大きなエリスリトール結晶から成ることを示す。
【００２４】
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　本発明はハードコーティングと食べることができ、咀嚼できる及び（又は）薬学的コア
からなる砂糖不含ハードコーティングされた食料品において、このハードコーティングの
少なくとも１層はソルビトールとエリスリトールの混合物を含有し、その際この混合物の
乾燥物質が１％～５０％ｗ／ｗエリスリトールを含有することを特徴とする、上記食料品
に関する。
【００２５】
本発明は、混合物の乾燥物質が５％～５０％ｗ／ｗエリスリトール、 好ましくは５％～
４５％ｗ／ｗ、より好ましくは２０％～４５％ｗ／ｗエリスリトールを含有する、砂糖不
含ハードコーティングされた食料品に関する。
【００２６】
　更に本発明は、ソルビトールとエリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシ
ロップ－－－－－この場合混合物の乾燥物質は１％～５０％ｗ／ｗエリスリトール、 好
ましくは５％～４５％ｗ／ｗ、より好ましくは２０％～４５％ｗ／ｗエリスリトールを含
有する－－－－－　に関する。これらのコーティングシロップを使用することで、均一で
滑らかな表面を有し、かつコアへの良好な接着を有するぱりぱりした食感の及び (又は) 
ぼりぼりかみ砕けるハードコーティングが得られる。ハードコーティングの少なくとも一
層は、ソルビトールとエリスリトールの混合物を含有し、この層がコアへの良好な接着を
もたらす。
【００２７】
ソルビトールは、高級ポリオールを含有するデキストロース又はグルコースシロップから
生じる水素化された生成物として定義され、そしてソルビトールは固体の形又は液体の形
で塗布される。
【００２８】
エリスリトールは醗酵処理によって得ることができるか又は化学処理、たとえばジアルデ
ヒドデンプン、酒石酸エステル又は酒石酸の変換から得ることができ、そしてこれはキシ
リトールと同一の清涼効果を生じる。更にエリスリトールは虫歯の原因にならず、カロリ
ーを著しく与えず、そしていくつかのその他のポリオールの様な胃痛を引き起こさない。
エリスリトールは非吸湿性結晶性粉末として入手することができる。
【００２９】
本発明はハードコーティング及び食べることができ、咀嚼できる及び（又は）薬学的コア
からなる砂糖不含ハードコーティングされた食料品─────そのハードコーティングは
コアに良好に接着される─────を製造することに関する。コアへの良好な接着を得る
ために少なくとも１個の層はソルビトール及びエリスリトールの液体混合物から製造され
る。この層はコアと直接接触する最初の層であることができるか及び（又は）コアへの良
好な接着をもたらすために十分にコアに接近している層であることができる。その他の層
は単一ポリオールから成る。本発明の砂糖不含コーティングは医薬錠剤、チューインガム
、菓子製品（たとえばキャンディ）、チョコレート及びナッツをコーティングするために
使用されるのが好ましい。
【００３０】
本発明をチューインガムのハードコーティングのために適用する場合、あらゆる慣用のチ
ューインガムセンター（コア）を使用することができる。このセンターは砂糖不含であっ
て、チューインガム製品の約３５～約６５％を構成するのが好ましい。
【００３１】
液体コーティングシロップは、いかなる結合剤又は膜形成剤を有していないが、ソルビト
ール及びエリスリトールの混合物（この混合物中のソルビトールの乾燥物質は５０％より
低い）は粗く不規則な表面を生じさせる。しかしながらソルビトール及びエリスリトール
の混合物（この混合物中のソルビトールの乾燥物質は５０％より低い）は、付加的な成分
、たとえば結合剤又は膜形成剤を含有する液体コーティングシロップを適用する場合、滑
らかで規則的な表面を生じせさることができる。
【００３２】



(6) JP 4179733 B2 2008.11.12

10

20

30

40

50

最良の結果は、液体コーティングシロップを含有する混合物────この混合物の乾燥物
質は６０％ｗ／ｗソルビトール及び４０％ｗ／ｗエリスリトールから成る────　を用
いて得られる。
【００３３】
液体コーティングシロップの組成はソルビトールとエリスリトールの混合物に限定されな
いが、付加的にいくつかのその他の成分、たとえば人工甘味料、分散剤、着色料、膜形成
剤、結合剤及び（又は）調味料を含有してよい。
【００３４】
コーティングシロップは前記コーティング成分からなる乾燥物質約３０％～８０％又は８
５％及び溶剤、たとえば水、約１５％又は２０％～約７０％を含有する液体シロップとし
て予め存在させる。
【００３５】
一般に、ハードコーティング法を回転パン（rotating pan) 中で行なう。コーティングさ
れるコアを回転パン中に置き、動いている塊を生じさせる。塗布される液体コーティング
シロップは、混合物の乾燥物質が１％～５０％ｗ／ｗエリスリトールからなる、ソルビト
ール及びエリスリトールの混合物を含有する。ハードコーティングを生じるこのような材
料又はシロップを塗布するか又はコア上に分配し、乾燥を空気を用いて行なう。乾燥空気
は約１５～４５℃の温度範囲内にあって、せいぜい５０％相対湿度の水分含量を適用する
。コア上にコーティングされる各成分を、単一の硬い層中に又は複数の硬い層中に加える
ことができる。一般に、複数の層は単独のコート（coats)を塗布し、層を乾燥させ、次い
でこの処理を繰り返すことによって得られる。かなり多数のコートをコアに塗布すること
ができる。１～１００の層からなるコーティングが容易に得られ、好ましくは層の数は１
～４０である。層の最適な量は望まれる塗布に依存し、そして経験的に決定することがで
きる。
【００３６】
本発明にしたがって製造されたハードコーティングの効果は、エリスリトール及びキシリ
トールを含有する液体コーティングシロップから調製されたハードコーティング（例３）
に匹敵する。ソルビトール及びエリスリトールの液体混合物から調製されたハードコーテ
ィングは品質の点で優れている。というのはガムコアへの接着がより良いからである。
【００３７】
更に、比較例で本発明のハードコーティングを、欧州特許第０８１３８１７号明細書に記
載された処理にしたがって調製されたハードコーティングと比較する。走査電子顕微鏡写
真（図３及び４）から、異なる処理は異なる生成物を生じることが明らかに証明される。
【００３８】
【実施例】
次の例によって本発明を説明する。
［例１］
上掛け条件
ソルビトール／エリスリトール６０／４０の液体混合物（試験１）を調製するために、エ
リスリトール（Ｃ☆Ｅｒｉｄｅｘ１６９５２）１１．２ｋｇをソルビトール（Ｃ☆Ｓｏｒ
ｂｉｄｅｘ　Ｐ１６６１６）１６．８ｋｇ及び水１２ｋｇと混合する。生じた混合物を６
０℃で保存する。
【００３９】
コーティングをｐｉｌｏｔ　Ｄｒｉａｃｏａｔｅｒ中で行なう。
【００４０】
コーティングされていないセンターの重量がそれぞれ０．９ｇであるコア５０ｋｇを８ｒ
ｐｍで回転させ、ついでコーティングシロップ０．６ｋｇをその都度塗布する。２４℃で
乾燥パンの底で、空気を吹き込むことによって乾燥工程を行なう。　更に、適用される上
掛け条件を表１に示す。
表１



(7) JP 4179733 B2 2008.11.12

10

20

30

40

50

条件　　　　　　段階２　段階３　段階４　段階５　段階６　段階７　段階８
乾燥温度 T　（℃）　24　　 24 　　 24 　　 24 　　 24 　　 24 　　 24
総添加量（ｋｇ）　4.2 　　0.6 　　0.6 　 21.6 　　2.4 　　0.3 　　0.0
＃ｋｇ／用量　　　0.6 　　0.6 　　0.6 　　0.6 　　0.6 　　0.6 　　0.0
平滑化時間（秒）　 25 　　 60 　　 25 　　 60 　　240 　　300 　　300
乾燥時間（秒）　　300 　　300 　　300 　　400 　　200 　　600 　　900
図１は、ハードコーティングがコアに良好に接着することを明きらかに示す。
【００４１】
図３（３０００倍率）は、ハードコーティングが均質であって、一様に分布されているこ
とを示す。
［例２］
ソルビトール／エリスリトールのその他の割合を有する液体混合物を調製する。総液体混
合物約４０ｋｇを調製し、コーティングされていないセンターの重量がそれぞれ０．９ｇ
であるコア５０ｋｇを各試験毎に、ｐｉｌｏｔ　Ｄｒｉａｃｏａｔｅｒ中で８ｒｐｍで回
転させる。
【００４２】
その他の塗布される上掛け条件を表１に示す。
【００４３】
コーティングシロップに対するソルビトール（Ｓ）及びエリスリトール（Ｅ）の液体混合
物の組成、その保存温度及び得られたハードコーティング性質を表２に示す。
【００４４】
コーティングシロップは結合剤、分散剤又は膜形成剤を有さず、そして生じたハードコー
ティングは試験１で製造されたハードコーティング（例１）に匹敵する。

［例３］
エリスリトール及びキシリトール（Ｘ）の液体混合物を、キシリトール１１．２ｋｇ及び
エリスリトール１６．８ｋｇ，ゼラチン（３３％）２ｋｇ及び水１１．２ｋｇから調製す
る。すべての成分を混合して、６５℃で保存する。
【００４５】
ｐｉｌｏｔ　Ｄｒｉａｃｏａｔｅｒにコーティングされていないセンターの重量がそれぞ
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れ０．９ｇであるコア５０ｋｇを充填し、８ｒｐｍで回転させながら、液体混合物を塗布
する。
【００４６】
その他の塗布される上掛け条件を表３に示す。
表３
条件　　　　　　段階２　段階３　段階４　段階５　段階６　段階７　
乾燥温度 T（℃）　 24 　　 24 　　 24 　　 24 　　 24 　　 24
総添加量（ｋｇ）　0.6 　　0.6 　　2.4 　　2.4 　　1.2 　　0.0
＃ｋｇ／用量　　　0.3 　　0.6 　　0.6 　　0.8 　　0.6 　　0.0
平滑化時間（秒）　 45 　　 45 　　 30 　　 20 　　 20 　　500
乾燥時間（秒）　　250 　　300 　　275 　　350 　　275 　　500
得られた結果を表４に示す。

図２は、試験５で調製されたハードコーティングに対応する。これはハードコーティング
がコアにあまり良好に接着しないことを明らかに証明する。このことは図１に示された、
試験１により調製されたハードコーティングの良好な接着と明らかに異なる。
【００４７】
図３は、試験１で調製されたハードコーティングに対応するが、３０００倍率が適用され
ている。これは、ソルビトール６０％ｗ／ｗ（混合物の乾燥物質に対して）及びエリスリ
トール４０％ｗ／ｗの混合物を有する液体コーティングシロップを用いて製造されたハー
ドコーティングが均質であって、一様に分布されていることを示す。
比較試験
欧州特許第０８１３８１７号明細書に記載された処理を繰り返す。
【００４８】
コーティング溶液は、乾燥物質７０％及びソルビトール含量９７％を有するソルビトール
シロップである。このシロップを室温（２０－２５℃）でコアに塗布する。
【００４９】
コア２ｋｇを回転パン（速度２０ｒｐｍ、直径０．５ｍ、外周の速度１ｍ／ｓ）に入れる
。最初の１０層に対してソルビトールシロップ１０ｍｌを添加する。２０番目の層からそ
の量を２５ｍｌに増加させ、３７番目の層から更に３５ｍｌに増加させる。ソルビトール
溶液の添加１分後に固形物材料としてＣ☆Ｅｒｉｄｅｘ０．５７％（センターの重量に対
して）を、第５番目の層毎に添加する。
【００５０】
コーティング処理を４０層後に中止する。
【００５１】
図４は、この処理により調製されたハードコーティングに対応する。生じたハードコーテ
ィングは不均質であって、このコーティングはソルビトールマトリックス中の大きなエリ
スリトール結晶から成る。これは本発明により調製され、かつ図３に示されるハードコー
ティングと完全に異なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（
２５０倍、１０ｋＶで測定）である。これは６０％ｗ／ｗソルビトール及び４０％ｗ／ｗ
エリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを用いて調製されたハード
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コーティングを示す。これによってハードコーティングはガムベースに極めて良好に接着
されることが明きらかに分かる。
【図２】図２は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（
２５０倍、１０ｋＶで測定）である。これは４０％ｗ／ｗキシリトール及び６０％ｗ／ｗ
エリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを用いて調製されたハード
コーティングを示す。これによってハードコーティングはガムベースにあまり良好に接着
されないことが明きらかに分かる。
【図３】図３は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（
３０００倍、１０ｋＶで測定）である。これは６０％ｗ／ｗソルビトール（乾燥物質に対
して）及び４０％ｗ／ｗエリスリトールの混合物を含有する液体コーティングシロップを
用いて調製されたハードコーティングが、均質であって、エリスリトール- 及びソルビト
ール結晶が一様に分布されていることを示す。
【図４】図４は、ゴールドコーティングされたサンプルの横断面の走査電子顕微鏡写真（
３０００倍、１０ｋＶで測定）である。これは欧州特許第０８１３８１７号明細書に記載
された方法により調製されたハードコーティングが不均質であって、このコーティングは
ソルビトールマトリックス中の大きなエリスリトール結晶から成ることを示す。

【図１】 【図２】



(10) JP 4179733 B2 2008.11.12

【図３】

【図４】
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